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鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像
（
以
下
、
本
像
）
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
月
、
熊
本
県
山
鹿
市
・
菊
池
市
に
所
在
す
る
鞠
智
城
跡
の
貯
水
池
跡
底
部
か
ら

出
土
し
た
総
高
約
一
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ご
く
小
さ
な
仏
像
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
本
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
造
形
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
持
物
の

問
題
と
制
作
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
本
像
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
、
白
鳳
時
代
に
制
作
さ
れ
た
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
一
例
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
制
作
背
景
と
し
て
山
城
の
祭
祀

に
関
連
す
る
遺
物
や
百
済
系
渡
来
人
の
念
持
仏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
た
。

次
に
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
を
も
と
に
本
像
の
造
形
的
特
徴
を
挙
げ
、
類
似
作
例
と
の
比
較
か
ら
、
本
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は

白
鳳
時
代
を
基
準
と
で
き
る
と
推
定
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
像
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
持
物
の
形
態
と
執
り
方
か
ら
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
国
内
外

に
現
存
す
る
同
形
式
の
菩
薩
像
や
、
宝
珠
及
び
舎
利
容
器
の
実
際
の
作
例
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
本
像
を
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
一
例
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
断
定

で
き
な
い
可
能
性
が
浮
上
し
た
。

そ
こ
で
、
改
め
て
本
像
の
持
物
と
手
元
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
新
た
な
持
物
の
解
釈
の
一
つ
と
し
て
、
瓶
型
の
容
器
で
あ
る
水
瓶
を
提
示
し
た
。
水
瓶
は

僧
侶
の
日
常
的
な
携
行
品
と
し
て
使
用
さ
れ
、
後
に
仏
具
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
本
像
と
は
や
や
形
式
が
異
な
る
も
の
の
、
腹
前
で
水
瓶
を
執
る
仏
像

も
複
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
古
く
か
ら
水
瓶
を
執
る
種
々
の
仏
像
が
制
作
さ
れ
る
中
で
、
両
掌
の
上
に
水
瓶
を
載
せ
る
菩
薩
像
が
一
部
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
も
想

定
で
き
よ
う
。

本
像
が
出
土
し
た
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
飲
料
水
の
確
保
や
貯
木
場
の
ほ
か
、
水
勢
の
制
御
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
古
代
山
城
の
維
持
管
理
に
お
い
て
水
勢
の
制
御
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
人
々
が
山
城
で
の
水
害
へ
の
恐
れ
を
克
服
す
る
た
め
や
、
水

害
で
亡
く
な
っ
た
人
々
へ
の
追
善
の
た
め
に
神
仏
の
力
を
借
り
よ
う
と
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
像
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
見
解
で
あ
る
宝
珠
捧
持

形
菩
薩
と
い
う
枠
組
み
か
ら
一
度
離
れ
る
こ
と
で
、
鞠
智
城
に
お
け
る
貯
水
池
の
造
営
を
背
景
に
、
水
瓶
を
腹
前
で
持
つ
菩
薩
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
浮
上
し

て
く
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

鞠
智
城
出
土
・
銅
造
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
の
考
察

要
　
旨

村
上　

幸
奈
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鞠
智
城
出
土
・
銅
造
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
の
考
察

村
上　

幸
奈

は
じ
め
に

鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像
（
以
下
、
本
像
と
す
る
。）（
第
１
・
２
図
）
は
、

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
月
、
熊
本
県
山
鹿
市
・
菊
池
市
に
所
在
す
る
鞠

智
城
跡
の
貯
水
池
跡
底
部
か
ら
出
土
し
た
総
高
一
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

ご
く
小
さ
な
仏
像
で
あ
る
。
現
在
は
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
分
館
歴
史
公
園
鞠

智
城
・
温
故
創
生
館
が
所
蔵
し
、
例
年
秋
頃
に
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

鞠
智
城
跡
で
は
、
本
像
の
ほ
か
に
仏
教
関
連
の
出
土
品
は
見
つ
か
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
国
内
に
残
る
古
代
山
城
の
う
ち
、
明
確
な
状
態
で
貯
水
池
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
の
は
鞠
智
城
跡
の
み
と
さ
れ
る
（
西
住　

二
〇
一
四
）
こ
と
か

ら
も
、
本
像
の
出
土
は
鞠
智
城
跡
だ
け
で
な
く
古
代
山
城
の
研
究
に
お
い
て
大

き
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
像
が
現
在
地
に
伝
来
し
た
経
緯

や
、
貯
水
池
跡
か
ら
出
土
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

本
像
の
造
形
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
腹
前
で
掌
を
上
に
し
て
持
物
を
捧

げ
持
つ
点
で
あ
る
。
本
像
は
こ
の
造
形
的
特
徴
か
ら
、
蓮
台
付
き
の
円
筒
舎
利

容
器
を
持
つ
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
に
実
施
し
た
調
査
で
改
め
て
本
像
を
実
見
し
た

と
こ
ろ
、
持
物
に
つ
い
て
の
異
な
っ
た
解
釈
が
浮
上
し
た
。
本
像
の
造
形
及
び

制
作
背
景
に
つ
い
て
は
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
切
り
離
し
て
再
度
考
察
す
る
必

要
性
が
出
て
き
た
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
先
行
研
究
を
概
観
し
、
問
題
点
を
整
理
す
る
。
次
に
、
本

像
の
造
形
的
特
徴
か
ら
制
作
年
代
を
推
定
し
、
持
物
と
そ
の
執
り
方
に
つ
い
て

再
検
討
を
行
う
。
最
後
に
、
本
像
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
試
論
を
加
え
て
み
た

い
。

一
　
先
行
研
究
の
整
理

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
月
二
十
三
日
、
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
底
部
の

土
中
か
ら
菩
薩
立
像
が
出
土
し
た
。
出
土
地
点
は
、
池
尻
部
と
い
う
池
の
構
造

中
最
も
重
要
な
箇
所
で
あ
り
、
土
層
は
特
に
し
ま
り
が
強
い
印
象
で
あ
っ
た
と

い
う
。
出
土
時
、
本
像
は
頭
部
を
西
に
向
け
た
仰
向
け
の
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。

黄
土
色
の
被
膜
に
覆
わ
れ
、
一
部
は
内
部
の
銅
錆
が
露
出
し
て
お
り
、
右
体
側

を
垂
下
す
る
天
衣
遊
離
部
は
出
土
当
初
か
ら
欠
失
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
（
熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
九
）。

出
土
後
、
本
像
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
考
察
を
行
っ
た
の
は
、
大
西
修
也
氏

で
あ
る
。
大
西
氏
は
、
本
像
の
三
面
頭
飾
や
簡
略
化
さ
れ
た
天
衣
の
表
現
形
式

等
か
ら
、
白
鳳
時
代（
１
）の
菩
薩
像
に
共
通
し
た
作
風
を
示
す
と
し
た
。

ま
た
、
大
西
氏
は
、
本
像
の
持
物
を
円
筒
舎
利
容
器
と
解
釈
し
、
両
掌
の
上

に
持
物
を
載
せ
る
形
式
（
第
３
図
）
は
、
朝
鮮
三
国
時
代
の
百
済
仏
や
飛
鳥
・

白
鳳
仏
に
作
例
の
多
い
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
の
密
接
な
関
係
を
窺
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
中
国
南
朝
系
の
舎
利
供
養
菩
薩
が
確
認
さ
れ
て
い
る
百
済
系

仏
像
の
一
例
と
位
置
付
け
た
。
鞠
智
城
が
七
世
紀
に
築
城
さ
れ
た
朝
鮮
式
山
城
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の
一
つ
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
像
は
百
済
か
ら
の
渡
来
人

に
よ
っ
て
鞠
智
城
に
持
ち
込
ま
れ
た
念
持
仏
で
、
個
人
的
な
供
養
を
目
的
と
し

て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
（
大
西　

二
〇
〇
九
）。

矢
野
裕
介
氏
は
、
本
像
の
出
土
地
点
と
そ
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
出

土
状
況
か
ら
原
位
置
を
保
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
仏
像
と
い
う

遺
物
の
性
格
上
、
廃
棄
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
と
し
た
上
で
、
近
隣
に
仏
堂
が

あ
っ
た
か
、
地
鎮
等
の
祭
祀
に
関
連
す
る
遺
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
貯
水
池
跡
池
尻
部
か
ら
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
谷
下
に
位
置

す
る
「
飛
渡
」
に
鞠
智
城
の
北
外
郭
線
が
通
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
谷

筋
に
は
地
形
的
な
理
由
か
ら
城
門
な
ど
の
施
設
が
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
た
。
池
尻
部
に
お
け
る
池
の
排
水
量
の
調
整
は
、
城
の
維
持
管
理
の
要
所
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
矢
野　

二
〇
一
〇
）。

九
州
に
お
け
る
百
済
仏
教
の
伝
来
経
路
に
つ
い
て
検
討
し
た
有
働
智
奘
氏

は
、
六
世
紀
の
百
済
で
舎
利
信
仰
が
隆
盛
し
、
観
音
信
仰
も
付
随
し
て
日
本
へ

伝
播
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
本
像
が
鞠
智
城
跡
で
出
土
し
た
背
景
に
は
百
済

か
ら
伝
播
し
た
菩
薩
信
仰
が
あ
る
可
能
性
を
述
べ
た
。
ま
た
、
古
代
肥
後
に
お

け
る
初
期
仏
教
は
六
世
紀
半
ば
か
ら
在
家
仏
教
の
形
態
で
百
済
か
ら
伝
来
し
た

も
の
と
推
測
し
、
本
像
は
念
持
仏
と
し
て
個
人
の
邸
宅
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
で

あ
る
と
し
た
（
有
働　

二
〇
一
四
）。

イ
・
ジ
ャ
ン
ウ
ン
氏
は
、
本
像
の
造
形
が
百
済
系
仏
像
に
類
似
す
る
こ
と
や
、

「
秦
人
」
銘
木
簡
や
男
性
器
型
の
木
製
品
と
と
も
に
貯
水
池
跡
か
ら
出
土
し
た

こ
と
に
注
目
し
、
鞠
智
城
の
貯
水
池
が
山
城
の
祭
祀
と
関
連
し
て
い
た
可
能
性

を
示
し
た
（
イ　

二
〇
一
九
）（
２
）。

以
上
の
よ
う
に
、
本
像
の
制
作
年
代
は
概
ね
白
鳳
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
制
作
背
景
に
つ
い
て
は
、
百
済
か
ら
の
渡
来
系
氏
族
の
念
持
仏
と
し
て
制

作
さ
れ
た
可
能
性
の
ほ
か
、
貯
水
池
跡
の
出
土
地
点
や
他
の
遺
物
と
の
関
係
か

第１・２図
熊本・鞠智城跡出土銅造菩薩立像（正面・背面）

第３図
鞠智城跡出土銅造菩薩立像 推定復元図
（大西修也氏作成）
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ら
、
山
城
の
祭
祀
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
可
能
性
も
示
さ
れ
て
い
る（
３
）。ま
た
、

大
西
氏
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
一
例
で
あ
る
と
す
る
見
解
を

前
提
と
し
て
考
察
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
は
本
像
の
造
形
表
現
に
着
目
し
、
制
作
年
代
を
推
定
し
た
上
で
、
図
像

的
特
徴
に
関
し
て
は
改
め
て
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

二
　
制
作
年
代
の
推
定

（
一
）
鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像
の
概
要

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
十
五
日
に
本
像

の
調
査
を
行
っ
た（
４
）。
ま
ず
は
以
下
に
報
告
す
る
。

【
法
量
】（
単
位
・
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

総
高
（
頭
飾
頂
～
枘
）	

一
二
・
六　
　

像
高
（
髻
～
台
座
蓮
肉
縁
）	

一
〇
・
四

像
高
（
頭
飾
頂
～
台
座
蓮
肉
縁
）	

一
〇
・
六

頂
―

顎	

二
・
七	

面
長	

一
・
七

面
幅	

一
・
七	

面
奥	

一
・
七

耳
張	

一
・
九	

胸
奥	

一
・
二

腹
厚
（
手
を
含
む
）	

一
・
五	

腹
厚
（
手
の
下
）	

一
・
三

蓮
肉
幅	

二
・
六	

蓮
肉
奥	

二
・
四

枘
幅	

一
・
一	

枘
奥	

一
・
二

枘
の
出	

一
・
七	

天
衣
の
張
（
現
状
）	

三
・
一

【
形
状
】

菩
薩
形
立
像
。
髻
を
表
す
。
髻
は
低
め
で
、
後
方
横
に
伸
び
る
形
。
頭
部
は

体
に
比
し
て
大
き
い
。
髪
際
は
正
面
一
文
字
形
。
背
面
は
左
右
振
り
分
け
状
に

表
す
。
頭
飾
を
着
け
る
。
頭
飾
は
三
面
頭
飾
で
、
正
面
は
蓮
弁
形
。
左
右
は
現

状
、
円
形
花
形
か
。
左
右
円
形
の
飾
り
か
ら
帯
状
の
も
の
が
肩
に
垂
下
す
る
。

こ
れ
は
冠
繒
を
示
す
か
、
垂
髪
を
示
す
か
は
、
現
状
不
明
瞭
。
左
方
で
は
肩
あ

た
り
で
括
り
を
つ
け
、
先
端
が
傘
状
に
分
か
れ
て
垂
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
垂

髪
を
示
す
か
。
耳
は
髪
で
隠
れ
て
い
る
。
眉
は
弧
状
。
目
は
現
状
窪
み
で
表
す
。

現
状
目
尻
を
や
や
下
げ
る
か
。
鼻
の
部
分
は
盛
り
上
が
る
。
鼻
は
短
め
。
現
状
、

口
は
口
端
を
上
げ
る
形
に
見
え
る
。
顎
の
括
り
、
三
道
は
確
認
で
き
な
い
。

天
衣
、
裙
を
着
け
る
。
天
衣
は
背
面
両
肩
を
や
や
Ｕ
字
状
を
描
い
て
帯
状
に

渡
る
。
正
面
で
両
肩
に
下
が
り
、
両
腰
脇
か
ら
垂
下
し
、
蓮
肉
上
で
後
方
に
一

旦
た
わ
ん
で
蓮
肉
上
に
至
る
こ
と
が
左
方
で
確
認
で
き
る
（
右
方
は
欠
失
）。

裙
は
下
半
身
を
覆
い
、
背
面
に
一
段
の
折
り
返
し
が
確
認
で
き
る
。
正
面
で
は

打
ち
合
わ
せ
等
不
明
瞭
。
正
面
中
央
下
方
、
両
脚
部
に
帯
状
を
な
し
て
蓮
肉
に

至
る
部
分
が
確
認
で
き
る
。
背
面
、
横
に
腰
帯
状
の
も
の
が
見
え
る
。
天
衣
部

に
衣
文
一
条
。
背
面
裙
の
折
り
返
し
左
方
に
縦
の
衣
文
線
。
背
面
の
裙
に
も
衣

文
状
の
縦
の
窪
み
が
確
認
で
き
る
。

胸
部
に
横
の
帯
状
の
盛
り
上
が
り
が
確
認
で
き
る
。
胸
飾
を
示
す
か
。
両
腕

を
屈
臂
し
、
両
掌
を
上
に
向
け
て
指
先
を
中
央
に
つ
け
る
形
を
示
す
。
現
状
、

指
を
重
ね
る
か
は
不
明
瞭
。
両
掌
の
上
に
円
筒
状
の
持
物
を
載
せ
る
。
円
筒
状

の
持
物
の
下
方
は
末
広
が
り
の
形
を
示
す
。

肩
を
や
や
後
方
に
引
き
、
腹
を
前
に
突
き
出
す
。
両
足
先
の
痕
跡
は
現
状
見

ら
れ
な
い
。

台
座
上
に
直
立
す
る
。
台
座
は
蓮
肉
が
鉢
形
を
な
し
て
、
下
方
に
蓮
茎
を
つ
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け
る
。
全
体
的
に
漏
斗
形
を
示
す
。
蓮
茎
は
枘
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
と
見
ら

れ
る
。

【
品
質
・
構
造
】

頭
体
幹
部
、
蓮
肉
、
蓮
茎
、
天
衣
垂
下
部
を
含
め
て
一
鋳
で
鋳
造
す
る
。
無

垢
で
あ
る
。
鋳
造
は
蝋
型
か
。
鍍
金
の
状
況
は
不
明
。
左
方
の
天
衣
と
体
部
の

間
を
透
か
す
。
天
衣
の
右
方
の
垂
下
部
欠
失
。

（
二
）
類
似
作
例
と
の
比
較

先
述
の
よ
う
に
、
本
像
は
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
底
部
の
土
中
か
ら
出
土
し
た

た
め
、
一
部
を
欠
失
し
て
い
る
上
、
全
体
の
造
形
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
お
り
、

制
作
当
初
の
様
子
を
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。

本
項
で
は
、
前
掲
の
調
査
結
果
を
も
と
に
本
像
の
造
形
的
特
徴
を
取
り
上

げ
、
類
似
す
る
特
徴
を
示
す
作
例
と
の
比
較
か
ら
、
制
作
年
代
を
推
定
し
て
み

た
い
。

【
頭
部
、
面
相
部
】

本
像
は
体
に
比
し
て
大
き
い
頭
部
に
三
面
頭
飾
を
着
け
る
。
現
状
、
宝
冠
表

面
の
装
飾
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
尊
格
を
判
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

面
相
部
は
、
弧
状
の
眉
や
窪
み
で
表
す
目
が
確
認
で
き
、
目
尻
を
や
や
下
げ
て

口
端
を
上
げ
る
明
る
い
表
情
に
見
え
る
。
ま
た
、
鼻
が
短
く
幼
い
顔
立
ち
で
あ

る
。
口
が
鼻
の
近
く
に
表
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
口
か
ら
顎
ま
で
の
距
離
が
長

く
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た
輪
郭
を
持
つ
丸
顔
で
あ
る
の
も
本
像
の
特
徴
と
言
え

る
。
こ
の
よ
う
に
童
顔
で
明
る
い
表
情
や
三
面
頭
飾
を
着
け
る
造
形
は
、
白
鳳

時
代
の
金
銅
仏
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
・
観
心
寺
観
音
菩
薩
立
像
は
、
明
る
い
表
情
を
示
す
金
銅
仏
の
典
型
例

と
言
え
る
。
こ
の
像
は
、
東
京
・
根
津
美
術
館
が
所
蔵
す
る
光
背
の
銘
文
か
ら
、

斉
明
天
皇
四
年（
六
五
八
）の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
西
川　

一
九
七
八
）。

本
像
よ
り
も
顔
立
ち
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
丸
顔
で

幼
く
明
る
い
表
情
、
三
面
頭
飾
を
着
け
る
点
は
本
像
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、

肩
を
引
き
腰
部
を
前
に
突
き
出
し
た
姿
や
、
腹
前
で
持
物
を
執
る
こ
と
で
腕
を

直
角
に
曲
げ
る
点
も
共
通
す
る
。
頭
部
が
比
較
的
小
さ
く
長
身
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
観
心
寺
像
を
朝
鮮
半
島
系
の
新
様
式
を
示
す
作
例
と
位
置
付
け
る
見
方
も

あ
る
（
鷲
塚　

一
九
八
七
）。

島
根
・
鰐
淵
寺
観
音
菩
薩
立
像
は
、
台
座
の
銘
文
か
ら
、
持
統
天
皇
六
年
（
六

九
二
）
に
願
主
・
若
倭
部
臣
徳
太
理
に
よ
っ
て
父
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
造

像
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
頬
の
丸
い
童
顔
の
面
相
部
は
白
鳳
時
代
の
典
型

的
な
表
現
と
し
て
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
。
弧
状
の
眉
や
目
、
円
満
な
表
情
、

丸
み
の
あ
る
輪
郭
が
本
像
と
共
通
す
る
。

な
お
、
鰐
淵
寺
像
の
長
身
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
両
顎
の
張
っ
た
額
の
狭
い

面
貌
等
の
表
現
に
つ
い
て
、
新
羅
仏
か
ら
の
影
響
を
指
摘
す
る
先
論
が
あ
る

（
松
原
・
田
邊　

一
九
七
九
）
も
の
の
、
近
年
で
は
、
兵
庫
・
一
乗
寺
像
と
の

共
通
性
か
ら
、
中
国
・
隋
の
彫
刻
に
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
て
お

り
（
山
口　

二
〇
一
五
）、
種
々
の
様
相
を
呈
す
る
白
鳳
仏
の
造
形
の
源
流
を

定
め
る
こ
と
の
困
難
さ
を
示
す
作
例
と
も
言
え
よ
う
。

【
姿
勢
】

本
像
は
肩
を
引
い
て
腰
を
大
き
く
突
き
出
す
こ
と
で
、
体
全
体
が
Ｓ
字
形
を

描
く
姿
勢
を
と
る
（
第
４
図
）。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
奈
良
・
法
隆
寺
夢
殿

観
音
菩
薩
立
像
（
救
世
観
音
）
に
代
表
さ
れ
る
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
菩
薩
像
に
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よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
先
述
の
大
阪
・
観
心
寺
像
に
も
確
認
で
き
る
。

奈
良
・
法
隆
寺
に
伝
わ
り
明
治
時
代
に
当
時
の
皇
室
に
献
納
さ
れ
た
法
隆
寺

献
納
宝
物
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
は
、
七
世
紀
を
中
心
と
す
る
小
金
銅
仏

が
含
ま
れ
て
お
り
、「
四
十
八
体
仏
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
第
一
七
〇
号
（
第
５
図
）
は
、
本
像
と
比
べ

て
細
部
の
表
現
が
細
や
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
頭
部
と
側
頭
部
か
ら
肩

に
垂
下
す
る
垂
髪
、
三
面
頭
飾
、
腰
を
大
き
く
突
き
出
す
姿
勢
等
、
多
く
の
部

分
が
類
似
し
て
い
る
。
顔
立
ち
は
面
長
で
や
や
古
風
で
あ
る
も
の
の
、
二
重
瞼

の
目
や
天
衣
の
流
麗
な
表
現
か
ら
、
七
世
紀
前
半
か
ら
後
半
へ
の
過
渡
期
的
作

例
と
位
置
付
け
ら
れ
る
（
東
京
国
立
博
物
館　

一
九
八
七
）。

ま
た
、
第
一
七
一
号
は
、
腰
を
大
き
く
突
き
出
す
姿
勢
や
、
天
衣
の
先
端
を

た
わ
ま
せ
る
形
が
本
像
に
似
る
が
、
や
や
粗
雑
な
印
象
や
正
面
観
に
も
腰
を
ひ

ね
る
動
き
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
八
世
紀
に
至
る
も
の
と
す
る
見
解

が
あ
る
（
東
京
国
立
博
物
館　

一
九
八
七
）。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
正
面
観
で
は
直
立
し
て
い
な
が
ら
も
側
面
観
に
抑
揚

を
つ
け
た
本
像
の
造
形
は
、
飛
鳥
時
代
初
期
か
ら
は
一
歩
進
ん
だ
表
現
で
あ
る

も
の
の
、
八
世
紀
に
は
至
ら
な
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
天
衣
】

本
像
の
天
衣
は
両
肩
に
か
か
り
、
両
脇
か
ら
蓮
台
に
向
か
っ
て
垂
下
す
る
。

天
衣
の
右
側
は
欠
失
し
て
い
る
が
、
後
方
に
向
か
っ
て
弧
を
描
い
た
天
衣
の
先

端
部
分
を
蓮
台
上
に
載
せ
る
形
が
左
側
に
確
認
で
き
、
左
右
対
称
の
造
形
で

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

両
肘
か
ら
垂
下
す
る
天
衣
の
先
端
が
前
方
に
大
き
く
た
わ
む
表
現
が
特
徴
的

な
作
例
と
し
て
、
奈
良
・
法
隆
寺
観
音
菩
薩
立
像
（
百
済
観
音
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
古
代
に
遡
る
資
料
が
現
存
せ
ず
、
伝
来
や
制
作
年
代
に
な
お
疑
問
が
多
い

像
で
あ
る
が
、
中
国
・
龍
興
寺
跡
出
土
石
像
群
の
う
ち
、
北
斉
か
ら
隋
に
か
け

て
の
作
例
に
見
ら
れ
る
腰
高
の
体
軀
や
装
飾
性
を
抑
え
た
裙
の
表
現
と
類
似
す

る
こ
と
か
ら
、
北
斉
・
北
周
か
ら
初
唐
の
様
式
を
受
容
し
て
生
ま
れ
た
白
鳳
様

式
初
期
の
像
と
位
置
付
け
る
見
方
が
あ
る
（
三
田　

二
〇
二
〇
）。
な
お
、
屈

臂
し
て
掌
を
上
に
す
る
右
手
に
は
枘
穴
が
残
る
こ
と
か
ら
、
如
意
宝
珠
を
捧
持

し
て
い
た
と
仮
定
す
る
修
理
技
術
者
の
証
言
（
西
村　

一
九
八
七
）
が
あ
り
、

宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
の
関
わ
り
も
示
唆
さ
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

ま
た
、
ま
っ
す
ぐ
に
垂
下
す
る
天
衣
の
表
現
は
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
第
一
七

九
・
一
八
八
号
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
童
顔
の
面
相
や
短
い
体
軀

が
特
徴
的
な
像
で
、
白
鳳
時
代
に
流
行
し
た
童
形
像
の
典
型
例
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
天
衣
の
裾
が
蓮
台
上
に
載
る
点
や
、
三
面
頭
飾
を
着

け
る
点
も
本
像
と
類
似
す
る
。
さ
ら
に
、
天
衣
先
端
部
に
同
様
の
処
理
を
す
る

第５図
東京国立博物館蔵
法隆寺献納宝物 第170号

第４図
鞠智城跡出土
銅造菩薩立像（側面）



78

も
の
と
し
て
、
先
述
の
第
一
七
〇
号
も
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
、
本
像
の
造
形
的
特
徴
を
取
り
上
げ
、
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
の
で
き

る
代
表
的
な
作
例
を
概
観
し
た
。
現
状
で
は
本
像
の
詳
細
な
造
形
を
読
み
取
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
各
部
に
七
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
の
作
例
と
近
い
造
形

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
従
来
の
見
解
の
通
り
、
本
像
の
制
作
年
代
に
つ
い

て
は
、
白
鳳
時
代
を
基
準
に
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

三
　
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
に
つ
い
て
の
検
討

（
一
）
先
行
研
究
の
整
理

本
像
の
特
殊
な
持
物
と
手
元
の
形
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
宝
珠
捧
持

形
菩
薩
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
て
み
た
い
。

宝
珠
捧
持
形
菩
薩
は
、
腹
前
も
し
く
は
胸
前
で
宝
珠
や
そ
れ
に
準
ず
る
容
器

を
両
手
で
捧
げ
持
つ
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
形
式
の
仏
像
で
あ
る
。
こ
の
形

式
の
起
源
に
つ
い
て
は
複
数
の
先
論
が
あ
る
。

ま
ず
、
中
国
・
四
川
省
成
都
万
仏
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
像
群
（
四
川
博
物

院
蔵
）
中
に
宝
珠
を
捧
持
す
る
脇
侍
が
表
さ
れ
る
こ
と
や
、
北
朝
に
は
同
形
式

の
像
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
形
式
は
南
朝
が
起
源

で
あ
る
と
す
る
松
原
三
郎
氏
の
説
（
松
原　

一
九
六
七
・
一
九
七
一
）
が
あ
る
。

こ
れ
を
久
野
健
氏
、
西
川
新
次
氏
が
支
持
し
た
（
久
野　

一
九
七
〇
、
西
川　

一
九
七
一
）。

次
に
、
町
田
甲
一
氏
は
、
松
原
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
奈
良
・
法
隆
寺

夢
殿
救
世
観
音
像
を
例
に
、
同
形
式
は
北
魏
様
式
が
展
開
す
る
中
で
発
生
し
た

可
能
性
を
示
し
、
南
朝
の
み
な
ら
ず
北
朝
の
作
例
に
も
同
様
の
形
式
が
存
在
す

る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
町
田　

一
九
七
六
）。

さ
ら
に
、
八
木
春
生
氏
は
、
松
原
氏
が
例
に
挙
げ
た
成
都
万
仏
寺
跡
出
土
石

像
群
が
捧
持
す
る
持
物
に
は
蓋
や
横
線
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
宝
珠
と
は

言
え
ず
、
盒
子
の
よ
う
な
容
器
で
あ
る
と
解
釈
し
た
上
で
、
同
像
の
形
式
は
日

本
や
百
済
で
見
ら
れ
る
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
は
別
物
と
し
て
、
宝
珠
捧
持
形
菩

薩
の
起
源
は
百
済
に
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
は
、
成
都
万

仏
寺
跡
出
土
石
像
群
等
に
見
ら
れ
る
手
元
の
盒
子
型
容
器
を
宝
珠
と
見
間
違
え

た
百
済
の
工
人
の
存
在
だ
け
で
な
く
、
救
済
を
強
く
求
め
る
観
音
信
仰
の
隆
盛

が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
な
お
、
八
木
氏
は
、
両
手
で
持
物
を
執
る
像
は

南
朝
・
北
朝
ど
ち
ら
に
も
存
在
し
て
お
り
、
キ
ジ
ー
ル
石
窟
や
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に

も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
両
手
で
持
物
を
執
る
形
式
自
体
の
起
源
は
西
方
に

あ
る
と
し
て
い
る
（
八
木　

一
九
九
二
）。

八
木
説
を
受
け
て
西
方
の
作
例
に
注
目
し
た
後
藤
怜
氏
は
、
仏
伝
中
の
使
者

が
両
手
で
捧
持
す
る
持
物
が
仏
舎
利
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
形
式
が
中
国
の

作
例
と
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
供
養
者
像
中
に

北
朝
の
作
例
と
よ
く
似
た
舎
利
容
器
を
捧
持
す
る
像
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
宝

珠
捧
持
形
菩
薩
の
起
源
は
中
国
・
南
朝
で
は
な
く
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
あ
り
、
そ
れ

ら
の
祖
型
像
が
舎
利
の
崇
拝
供
養
を
意
味
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
。な
お
、

後
藤
氏
は
、
仏
伝
中
の
「
舎
利
分
配
」
以
降
の
場
面
で
は
、
そ
れ
ま
で
円
形
で

あ
っ
た
舎
利
容
器
が
円
筒
状
に
表
さ
れ
る
こ
と
や
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
供
養
者
像

が
捧
持
す
る
舎
利
容
器
が
円
筒
状
で
横
線
の
入
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
（
後
藤　

二
〇
〇
六
）。

ま
た
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
尊
格
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
諸
先
学
に
よ
る
研

究
が
あ
る
。

石
田
尚
豊
氏
は
、
観
音
菩
薩
の
中
に
弥
勒
浄
土
へ
の
先
導
的
な
役
割
を
担
う

も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
で
あ
る
可
能
性
を
提
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示
し
た
（
石
田　

一
九
七
四
）。

金
理
那
氏
は
、
銘
文
中
に
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
像
名
を
確
認
で
き
る
例
は
な

く
、
図
像
的
特
徴
か
ら
尊
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
、
宝
珠

捧
持
形
菩
薩
を
初
期
観
音
像
の
一
形
態
と
解
釈
し
た
。
宝
珠
を
捧
持
す
る
形
式

は
、
観
音
菩
薩
が
超
越
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
と
同
時
に
、
信

仰
心
を
深
め
る
機
能
を
持
つ
と
い
う
（
金　

一
九
八
五
）（５
）。

こ
れ
ら
の
説
を
踏
ま
え
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
成
立
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察

を
行
っ
た
大
西
修
也
氏
は
、
奈
良
・
法
隆
寺
夢
殿
救
世
観
音
像
が
装
飾
的
な
宝

珠
様
の
容
器
を
執
る
よ
う
に
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
は
宝
珠
捧
持
を
祖
型
と
し
て

成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
舎
利
供
養
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
図
像
の
延
長
上
に

現
れ
る
も
の
と
結
論
付
け
た
。
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
展
開
は
、
六
世
紀
前
半
の

中
国
に
始
ま
り
、
宝
珠
と
は
認
め
ら
れ
な
い
持
物
か
ら
明
確
な
宝
珠
表
現
へ
の

変
化
や
、
脇
侍
か
ら
単
独
像
へ
の
変
化
を
見
せ
な
が
ら
、
百
済
を
経
由
し
て
七

世
紀
後
半
の
日
本
へ
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
形
式
の
仏

像
が
百
済
や
日
本
で
多
く
制
作
さ
れ
た
背
景
に
は
、
六
世
紀
に
流
行
し
た
弥
勒

信
仰
に
お
け
る
舎
利
供
養
を
要
す
る
兜
率
往
生
を
土
台
と
し
て
、
観
音
菩
薩
に

自
ら
の
罪
を
懺
悔
す
る
こ
と
で
兜
率
往
生
を
願
う
思
想
の
流
布
が
あ
る
と
し
た

（
大
西　

二
〇
〇
二
）。

以
上
の
よ
う
に
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
図
像
の
源
流
と
尊

格
に
関
す
る
研
究
が
主
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。「
宝
珠
」
捧
持
形
菩
薩
と
称

す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
宝
珠
を
執
っ
て
い
る
必
要
は
な
く
、
有
蓋
の
容
器
等

を
執
る
も
の
も
同
形
式
に
含
む
と
す
る
見
解
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
図

像
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
西
方
と
す
る
説
が
あ
り
、
定
説

を
見
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
尊
格
は
、
弥
勒
信
仰
に
関
わ
る
観
音
菩
薩
ま
た

は
初
期
の
観
音
菩
薩
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
現
存
作
例
と
の
比
較

本
像
は
両
掌
を
上
に
し
て
持
物
を
す
く
う
よ
う
に
捧
げ
る
特
異
な
形
式
を
示

し
、
持
物
の
形
状
は
円
筒
状
の
下
部
に
末
広
が
り
の
台
の
よ
う
な
部
分
を
表
す

珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

本
項
で
は
、
国
内
外
に
現
存
す
る
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
や
周
辺
作
例
と
の
比
較

を
行
い
、
本
像
が
同
形
式
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

【
中
国
】

先
述
の
よ
う
に
、
中
国
・
四
川
省
成
都
万
仏
寺
跡
出
土
石
像
群
（
四
川
博
物

院
蔵
）
中
の
普
通
四
年
（
五
二
三
）
銘
釈
迦
文
石
像
（
第
６
図
）
等
の
脇
侍
に

は
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
持
物
は
一
見
宝
珠
の
よ
う

な
球
形
で
あ
る
が
、
刻
線
が
あ
る
こ
と
か
ら
有
蓋
の
容
器
と
推
定
さ
れ
、
両
手

で
包
む
よ
う
に
執
る
形
式
を
示
す
。

ア
メ
リ
カ
・
個
人
蔵
武
平
三
年
（
五
七
二
）
銘
四
面
石
仏
碑
像
の
脇
侍
菩
薩

像
は
、
や
や
長
め
の
盒
子
型
容
器
を
両
手
で
上
下
か
ら
包
む
形
で
捧
持
し
て
お

り
、
こ
れ
を
円
筒
状
の
舎
利
容
器
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。響

堂
山
石
窟
に
伝
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
・
フ
リ
ア
美
術
館
石

造
菩
薩
立
像
は
、
宝
珠
ま
た
は
蓮
の
蕾
の
よ
う
な
持
物
を
両
手
で
包
む
よ
う
に

執
る
。
な
お
、
斜
め
を
向
き
両
掌
に
持
物
を
載
せ
て
捧
げ
る
菩
薩
や
供
養
者
の

図
像
は
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
中
に
複
数
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
を
宝
珠
捧
持
に

含
む
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
南
朝
を
中
心
に
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
多
く
見
ら
れ

る
が
、
北
朝
に
も
少
な
か
ら
ず
同
形
式
を
示
す
遺
品
が
認
め
ら
れ
る
。
現
存
作

例
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
様
相
を
つ
か
む
こ
と
は
難
し
い
上
、
先
述
の
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よ
う
に
成
都
万
仏
寺
跡
出
土

石
像
群
を
宝
珠
捧
持
形
菩
薩

に
含
め
な
い
見
解
も
あ
る

（
八
木　

一
九
九
二
）
こ
と

か
ら
、
各
作
例
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
は
慎
重
に
行
う
べ

き
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

一
部
に
蓮
華
を
捧
持
す
る
も

の
が
見
ら
れ
る
以
外
は
、
宝

珠
型
の
持
物
や
有
蓋
の
容
器

を
両
手
で
包
む
よ
う
に
執
る

形
式
が
一
般
的
で
あ
り
、
本

像
と
同
形
式
の
像
は
現
存
し

て
い
な
い
。

【
韓
国
】

韓
国
で
は
、
特
に
百
済
地
域
で
出
土
し
た
仏
像
に
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

早
い
例
と
し
て
、
六
世
紀
後
半
頃
と
さ
れ
る
韓
国
・
瑞
山
龍
賢
里
出
土
銅
造

菩
薩
立
像
（
国
立
扶
余
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
こ
の
像
は
現
状
単
独
像
と
な
っ

て
い
る
が
、
三
尊
像
の
右
脇
侍
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
胸
前
で
上
下
か
ら
包

む
よ
う
に
持
物
を
執
る
菩
薩
像
で
あ
る
。
体
軀
の
両
側
面
に
張
り
出
し
た
鰭
状

の
天
衣
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
三
国
時
代
の
初
期
菩
薩
像
に
共
通

し
て
現
れ
る
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
（
金　

一
九
八
五
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、

日
本
国
内
の
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
作
例
に
も
、
鰭
状
の
天
衣
を
持
つ
作
例
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
六
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
制
作
と
さ
れ
る
韓
国
・
窺
岩
面

新
里
出
土
銅
造
菩
薩
立
像
は
、
か
つ
て
幅
広
の
扁
平
な
容
器
型
の
持
物
を
上
下

か
ら
包
む
よ
う
に
執
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
中

国
・
南
朝
に
お
け
る
球
形
の
舎
利
容
器
の
系
譜
に
連
な
る
作
例
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
（
大
西　

二
〇
〇
二
）。

七
世
紀
の
作
例
と
し
て
は
、
上
下
か
ら
包
む
よ
う
に
球
形
の
持
物
を
執
る
韓

国
・
定
林
寺
跡
出
土
塑
像
菩
薩
像
の
両
手
残
欠
（
国
立
扶
余
博
物
館
蔵
）
や
、

現
状
一
部
が
欠
失
し
て
い
る
も
の
の
上
下
の
指
先
で
持
物
を
執
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
韓
国
・
陵
山
里
寺
跡
出
土
塑
像
菩
薩
立
像
断
片
（
同
博
物
館
蔵
）、
左

手
で
球
形
の
持
物
を
下
か
ら
支
え
、
右
手
を
正
面
斜
め
横
か
ら
添
え
る
よ
う
に

執
る
韓
国
・
瑞
山
摩
崖
仏
脇
侍
菩
薩
像
等
、
塑
像
や
摩
崖
仏
に
も
作
例
が
確
認

で
き
る
。

ま
た
、
韓
国
・
泰
安
摩
崖
仏
菩
薩
像
の
よ
う
に
両
手
を
重
ね
る
の
み
で
持
物

を
表
さ
な
い
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
宝
珠
を
簡
略
化
し
た
の
で
は
な
く
、
宝
珠

捧
持
形
菩
薩
が
独
尊
像
と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
中
で
起
こ
っ
た
変
化
と
み
る

説
が
あ
る
（
大
西　

二
〇
〇
二
）。

以
上
の
よ
う
に
、
韓
国
の
作
例
中
に
も
、
本
像
と
同
形
式
の
作
例
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
持
物
を
表
さ
ず
に
両
手
を
上
下
か
ら
重
ね
る
こ
と
で

宝
珠
捧
持
を
示
す
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
手
元
の
形
態
に
意
味
を
持
た
せ
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

【
日
本
】

日
本
に
は
飛
鳥
・
白
鳳
・
天
平
時
代
を
中
心
と
し
て
、
小
金
銅
仏
の
作
例
が

多
数
現
存
し
て
お
り
、
日
本
各
地
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
宝
珠
を
捧
持

第６図　中国・四川博物院蔵
四川省成都万仏寺跡出土普通四年銘釈迦文石像
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す
る
菩
薩
像
も
複
数
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
こ
の
形
式
が
流
行
し
た

こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
る
。

奈
良
・
法
隆
寺
に
は
、
夢
殿
救
世
観
音
像
を
は
じ
め
と
し
て
、
後
述
の
大
宝

蔵
殿
像
、
聖
霊
院
聖
徳
太
子
坐
像
胎
内
仏
や
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
第
一
六
五
・

一
六
六
・
一
六
七
号
等
、
複
数
の
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
伝
来
し
た
。

聖
徳
太
子
の
姿
を
写
し
た
仏
像
と
さ
れ
る
夢
殿
救
世
観
音
像
は
、
火
炎
と
蓮

華
座
で
装
飾
さ
れ
た
宝
珠
型
の
容
器
を
両
手
の
指
先
を
ひ
ね
る
よ
う
に
執
る
特

殊
な
形
式
を
示
す
。
先
述
の
韓
国
・
瑞
山
摩
崖
仏
脇
侍
菩
薩
像
が
宝
珠
を
捧
持

す
る
こ
と
や
、
救
世
観
音
像
の
光
背
に
表
さ
れ
る
雲
気
を
ま
と
っ
た
塔
が
多
宝

塔
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
法
華
経
』
と
そ
れ
を
解
く
釈
迦
と
関
わ
り
の

深
い
菩
薩
像
と
位
置
付
け
る
説
が
あ
る
（
長
岡　

二
〇
一
二
）。

法
隆
寺
献
納
宝
物
第
一
六
五
号
は
、
両
手
で
包
む
よ
う
に
球
形
の
持
物
を
執

る
。
台
座
の
銘
文
か
ら
白
雉
二
年
（
六
五
一
）
の
作
と
考
え
ら
れ
、
宝
冠
に
化

仏
を
表
す
こ
と
か
ら
観
音
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
一
の
形
式

で
あ
る
も
の
の
、
柔
和
な
顔
立
ち
を
示
す
作
例
と
し
て
第
一
六
六
号
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
韓
国
・
瑞
山
龍
賢
里
出
土
像
や
夢
殿
救
世
観
音

像
と
同
様
に
、
鰭
状
の
天
衣
を
外
側
に
大
き
く
張
り
出
す
点
が
特
徴
的
で
あ

る
。第

一
六
七
号
は
、
上
下
か
ら
持
物
を
執
る
が
、
持
物
が
手
の
間
で
浮
く
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
第
一
六
五
・
一
六
六
号
と
は
異
な
り
、
細
く

表
さ
れ
た
天
衣
や
、
鏨
を
多
用
し
た
瓔
珞
の
表
現
が
特
徴
的
で
、
中
国
・
隋
の

影
響
が
窺
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
岩
佐　

二
〇
一
二
）。

こ
の
よ
う
に
、
法
隆
寺
に
伝
来
す
る
作
例
の
み
で
も
、
七
世
紀
に
お
け
る
宝

珠
捧
持
形
菩
薩
の
造
形
の
多
様
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
本
像
と
同

形
式
を
示
す
作
例
は
残
っ
て
い
な
い
。

先
述
の
大
阪
・
観
心
寺
像
は
、
上
下
か
ら
包
む
よ
う
に
球
状
の
持
物
を
執
る

一
般
的
な
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
し
て
知
ら
れ
る
。
光
背
に
残
さ
れ
た
銘
文
の
内

容
か
ら
、
亡
き
夫
の
た
め
に
阿
弥
陀
像
を
作
っ
た
女
性
が
夫
と
父
母
の
極
楽
浄

土
往
生
を
願
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
観
心
寺
像
の
ほ
か
に
阿
弥
陀
如

来
の
脇
侍
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
は
な
く
、
貴
重
な
作
例
で

あ
る
。

鹿
児
島
・
日
置
郡
吹
上
町
上
田
尻
伝
来
の
銅
造
菩
薩
立
像
（
黎
明
館
蔵
）
は
、

宝
珠
を
上
下
か
ら
包
む
一
般
的
な
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
奈
良
・
横
井
廃
寺
出

土
銅
造
菩
薩
立
像
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
八
尋　

二
〇
〇
七
）。
九

州
に
現
存
す
る
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
し
て
注
目
す
べ
き
作
例
で
あ
る
も
の
の
、

江
戸
時
代
以
前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
明
ら
か
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
畿
内
豪
族
の

念
持
仏
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
（
竹
森　

二
〇
二
一
）
や
、
八
世
紀
に

お
け
る
中
央
集
権
国
家
体
制
の
地
方
拡
大
に
伴
い
起
こ
っ
た
百
済
系
氏
族
の
地

方
移
住
政
策
に
関
連
す
る
作
例
と
す
る
説
（
大
西　

二
〇
一
三
）
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
吹
上
町
伝
来
像
は
九
州
で
発
見
さ
れ
た
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と

し
て
本
像
と
比
較
さ
れ
る
作
例
で
あ
る
が
、
鰭
状
の
天
衣
や
頭
部
の
小
さ
い
造

形
等
、
持
物
の
執
り
方
以
外
に
も
異
な
る
点
が
多
く
見
ら
れ
、
同
列
視
で
き
る

か
否
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
作
例
と
は
異
な
っ
た
形
式
で
持
物
を
執
る
例
も
あ
る
。

奈
良
・
法
隆
寺
大
宝
蔵
殿
観
音
菩
薩
立
像
は
、
大
き
く
表
さ
れ
た
手
で
両
側

面
か
ら
宝
珠
を
執
る
。
杏
仁
形
の
目
や
鰭
状
の
天
衣
等
、
飛
鳥
仏
の
典
型
例
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
両
手
で
持
物
を
執
る
形
式
は
中
国
・
南
朝
に
類
例
が
あ

る
と
い
う
（
鷲
塚　

一
九
八
七
）。

奈
良
・
法
起
寺
菩
薩
立
像
は
、
右
手
を
上
、
左
手
を
下
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

指
先
で
宝
珠
を
つ
ま
む
特
異
な
形
式
を
示
す
。
法
隆
寺
大
宝
蔵
殿
像
と
同
様
に
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鰭
状
の
天
衣
が
古
風
で
あ
る
。
先
述
の
法
隆
寺
献
納
宝
物
第
一
六
五
号
に
作
風

が
近
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
よ
り
柔
和
な
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
朝
鮮
系

の
請
来
品
で
あ
る
可
能
性
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
東
京
国
立
博
物
館　

一
九
八

七
）。奈

良
・
法
隆
寺
聖
霊
院
聖
徳
太
子
坐
像
の
胎
内
仏
で
あ
る
観
音
菩
薩
立
像
は
、

本
像
と
同
様
に
両
掌
を
上
に
し
て
球
形
の
持
物
を
す
く
う
よ
う
に
執
る
も
の
と

し
て
注
目
す
べ
き
作
例
で
あ
る
。
こ
の
像
の
持
物
の
中
央
に
は
二
本
の
刻
線
が

あ
る
こ
と
か
ら
有
蓋
の
容
器
と
解
釈
さ
れ
、
聖
徳
太
子
坐
像
が
獅
子
吼
す
る
口

元
近
く
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
舎
利
供
養
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た

と
す
る
説
が
あ
る
（
大
西　

二
〇
〇
二
）。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
内
に
は
多
く
の
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
や
そ
の
周
辺
に
位

置
付
け
ら
れ
る
作
例
が
現
存
す
る
も
の
の
、
本
像
と
同
様
に
両
掌
で
す
く
う
よ

う
に
持
物
を
執
る
も
の
は
法
隆
寺
聖
霊
院
像
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
が

韓
国
の
作
例
と
同
様
に
鰭
状
の
天
衣
を
着
け
て
お
り
、
本
像
と
は
異
な
る
特
徴

を
示
し
て
い
た
。

以
上
、
国
内
外
に
現
存
す
る
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
そ
の
周
辺
作
例
を
概
観
し

た
。
作
例
の
大
半
は
上
下
か
ら
持
物
を
包
む
よ
う
に
執
る
形
を
示
し
て
お
り
、

一
部
に
変
化
例
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
本
像
と
同
様
の
手
元
を
示
す
作
例
は

国
内
に
一
例
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
持
物
に
つ
い
て
は
、
宝
珠

と
思
わ
れ
る
球
形
の
持
物
や
有
蓋
の
容
器
を
執
る
作
例
が
主
流
で
あ
り
、
円
筒

状
部
分
の
下
に
末
広
が
り
の
台
が
あ
る
持
物
を
執
る
例
は
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

（
三
）
宝
珠
と
舎
利
容
器

次
に
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
主
要
な
持
物
で
あ
る
宝
珠
と
舎
利
容
器
に
つ
い

て
概
観
し
、
実
際
の
作
例
を
確
認
し
て
み
た
い
。

宝
珠
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
及
び
パ
ー
リ
ー
語
の
「m

ani

」
の
音
写
で

あ
る
「
摩
尼
」
を
訳
し
た
「
摩
尼
宝
珠
」
で
、「
如
意
摩
尼
（cinta-m

ani

）」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。「
摩
尼
」
に
は
真
珠
、
宝
物
の
意
味
が
あ
り
、「
如
意
摩

尼
」
に
は
、
想
像
上
の
宝
物
、
意
の
ま
ま
に
物
を
生
ず
る
珠
玉
と
い
う
意
味
が

あ
る
。

宝
珠
の
形
態
は
、
原
初
的
に
は
宝
石
の
結
晶
の
よ
う
な
縦
長
の
六
角
形
で

あ
っ
た
も
の
の
、
や
が
て
珠
玉
を
表
現
し
た
球
状
の
宝
珠
が
現
れ
、
中
国
で
広

ま
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宝
珠
は
光
明
を
象
徴
す
る
も
の
で
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
葱
花
形
の
光
焔
が
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ

れ
は
今
日
で
い
う
球
体
の
上
部
を
尖
ら
せ
た
宝
珠
の
形
態
の
祖
型
で
あ
る
と
い

う
。
日
本
で
は
、
仏
像
の
持
物
や
光
背
の
装
飾
と
し
て
、
蓮
華
上
で
光
焔
を
発

す
る
球
状
の
宝
珠
が
見
ら
れ
る
が
、
た
だ
の
球
体
と
し
て
表
さ
れ
る
も
の
も
あ

り
、
宝
珠
と
は
あ
く
ま
で
球
状
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
後
に
、
葱
花
形
の
光
焔
を
宝
珠
と
誤
解
し
た
こ
と
で
、
葱
花
形
の
宝
珠
も
定

着
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
齋
藤　

二
〇
一
四
）。

舎
利
容
器
は
仏
陀
の
骨
で
あ
る
仏
舎
利
を
入
れ
る
容
器
で
、
仏
塔
内
部
ま
た

は
心
礎
下
に
安
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
形
状
や
材
質
は
国
と
時
代
に
よ

り
様
々
で
あ
る
が
、
多
く
が
豊
か
な
装
飾
を
施
し
た
入
れ
子
状
の
容
器
と
し
て

制
作
さ
れ
た
。

七
世
紀
頃
の
遺
品
と
し
て
は
、
中
国
・
甘
粛
省
大
雲
寺
跡
出
土
舎
利
容
器
の

よ
う
に
素
材
の
異
な
る
箱
を
重
ね
た
も
の
や
、
韓
国
・
慶
州
仏
国
寺
釈
迦
塔
舎

利
容
器
（
国
立
慶
州
博
物
館
蔵
）
の
よ
う
に
箱
内
に
卵
型
合
子
等
を
納
め
る
も
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の
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
で
は
、
百
済
か
ら
の
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
有
蓋
の

銅
鋺
形
を
主
流
と
し
て
、
壺
型
や
箱
型
の
も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

平
安
時
代
以
降
は
仏
塔
を
象
る
小
塔
型
や
五
輪
塔
型
が
流
行
し
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
後
藤
怜
氏
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
供
養
者
像
が
円
筒
状
の

舎
利
容
器
を
捧
持
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
後
藤
氏
は
、
実
際
の
ガ
ン

ダ
ー
ラ
の
舎
利
容
器
に
円
筒
状
や
壺
型
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宝
珠

捧
持
形
菩
薩
の
祖
型
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
あ
る
と
結
論
付
け
た
（
後
藤　

二
〇
〇

六
）。
円
筒
状
の
舎
利
容
器
と
し
て
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
出
土
舎
利
容
器
（
千
葉
・

松
戸
市
立
教
育
委
員
会
蔵
、
三
～
四
世
紀
）
や
、
百
済
の
威
徳
王
関
係
の
遺
品

と
し
て
知
ら
れ
る
韓
国
・
王
興
寺
跡
出
土
青
銅
舎
利
函
（
国
立
扶
余
文
化
財
研

究
所
蔵
、
六
世
紀
）、
伝
韓
国
・
慶
尚
北
道
慶
州
南
山
出
土
金
銅
製
毛
彫
三
重

塔
文
舎
利
容
器
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
八
世
紀
）
等
、
複
数
の
作
例
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
六
世
紀
後
半
か

ら
七
世
紀
に
お
い
て
、
宝
珠
は
球
体
も
し
く
は
葱
花
状
の
物
体
と
認
識
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
円
筒
状
の
舎
利
容
器
は
ガ
ン
ダ
ー

ラ
や
韓
国
の
作
例
中
に
確
認
で
き
る
も
の
の
、
本
像
の
持
物
の
よ
う
に
円
筒
状

部
分
の
下
部
に
末
広
が
り
の
台
を
付
し
た
舎
利
容
器
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
本
像
の
持
物
を
そ
の
形
状
か
ら
宝
珠
も
し
く
は
舎
利
容
器
と
解
釈
す

る
こ
と
は
、
現
状
で
は
難
し
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
述
の
よ
う
に
、
本
像
と
同
様
の
持
物
と
手
元
の
形
式
を
表
す
宝
珠
捧
持
形

菩
薩
の
作
例
が
現
状
見
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
本
像
に
つ
い

て
は
、
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
一
例
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
考
え
方
か
ら
一

度
離
れ
て
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
　
制
作
背
景
に
つ
い
て
の
考
察

（
一
）
持
物
の
問
題
に
つ
い
て

今
一
度
、
本
像
の
手
元
と
持
物
に
立
ち
返
り
た
い
。
本
像
は
両
掌
を
上
に
し

て
持
物
を
す
く
う
よ
う
に
執
る
。
持
物
は
、
円
筒
状
部
分
の
下
に
台
の
よ
う
な

部
分
が
あ
り
、
側
面
か
ら
見
る
と
、
台
部
分
は
丸
い
膨
ら
み
を
表
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
（
第
７
図
）。

先
述
の
よ
う
に
、
大
西
修
也
氏
は
こ
の
持
物
の
形
を
蓮
台
付
き
の
円
筒
舎
利

容
器
と
解
釈
し
た
（
大
西　

二
〇
一
三
）（
第
３
図
）。
し
か
し
、
宝
珠
捧
持
形

菩
薩
の
一
例
と
い
う
位
置
付
け
か
ら
離
れ
て
本
像
の
持
物
を
見
た
場
合
、
円
筒

状
の
部
分
の
下
に
膨
ら
み
を
表
現
し
て
い
る
形
状
か
ら
は
、
瓶
型
の
容
器
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
像
の
持
物
を
瓶
型
の
容
器
と
仮
定
す
る
と
、
二
つ
の
新
た
な
解
釈
が
浮
上

す
る
。
一
は
舎
利
容
器
の
最
も
内
側
に
籠
め
ら
れ
る
舎
利
瓶
で
あ
り
、
二
は
水

瓶
で
あ
る
。
ま
ず
は
二
つ
の
容
器
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

舎
利
瓶
は
、
入
れ
子
状
の
舎
利
容
器
に
お
い
て
最
も
内
側
に
籠
め
ら
れ
る
も

の
で
、
仏
舎
利
を
直
接
入
れ
る
重
要
な
容
器
で
あ
る
。
河
田
貞
氏
に
よ
れ
ば
、

白
鳳
時
代
に
お
い
て
、
仏
舎
利
を
入
れ
る
容
器
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
緑
瑠
璃
製

の
舎
利
瓶
か
舎
利
壺

で
あ
り
、
こ
れ
を
入

れ
子
状
容
器
で
何
重

か
に
保
護
す
る
の
が

通
制
で
あ
っ
た
と
い

う
（
河
田　

一
九
八

九
）。法

隆
寺
で
は
、
昭

第７図
鞠智城跡出土銅造菩薩立像
手元（側面）



84

和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
行
わ
れ
た
五
重
塔
再
建
工
事
の
際
、
五
重
塔
心

礎
石
の
上
面
中
央
に
穿
た
れ
た
円
錐
状
舎
利
孔
か
ら
舎
利
容
器
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
内
部
に
は
中
核
容
器
と
な
る
緑
瑠
璃
製
の
舎
利
瓶
が
籠
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
（
井
上　

一
九
七
二
）。
ま
た
、
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
の
伝
記
で

あ
る
『
上
宮
聖
徳
法
皇
帝
説
』（
家
永
ほ
か　

一
九
七
五
）
の
大
和
山
田
寺
塔
に

つ
い
て
の
記
述
に
は
、
同
寺
の
舎
利
容
器
が
同
様
の
入
れ
子
構
造
で
制
作
さ

れ
、
最
奥
に
青
瑠
璃
瓶
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
舎
利
容
器
の
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
先
述
の
韓
国
・
慶
州
仏
国
寺
出
土
舎
利
容
器
や
、
同
・
全
羅
北
道

益
山
王
宮
里
五
層
石
塔
発
見
舎
利
容
器
の
内
側
に
は
、
緑
瑠
璃
製
の
舎
利
瓶
が

籠
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
重
層
構
造
は
朝
鮮
三
国
を
経
由
し
て
日
本
に
伝

来
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
河
田　

一
九
八
九
、
内
藤　

二
〇
一

五
）。水

瓶
は
本
来
、
僧
侶
が
仏
道
修
行
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
必
需

品
と
し
て
携
行
し
た
僧
具
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
後
に
仏
前
供
養
の
た
め
の
仏

具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

水
瓶
は
、
そ
の
形
状
か
ら
浄
瓶
、
胡
瓶
、
長
頸
瓶
、
布
薩
形
水
瓶
、
信
貴
形

水
瓶
の
五
種
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
内
、
本
像
の
持
物
と
類
似
す
る
長
頸
瓶
は
、

文
字
通
り
細
長
い
首
状
の
部
分
が
あ
る
水
瓶
で
、
加
島
勝
氏
は
胴
の
形
状
か
ら

棗
形
瓶
と
柘
榴
瓶
に
分
類
し
た
。
こ
れ
ら
の
水
瓶
は
い
ず
れ
も
源
流
が
中
国
に

求
め
ら
れ
、
北
魏
時
代
か
ら
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
隆

寺
献
納
宝
物
中
に
両
形
式
の
水
瓶
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
い

て
も
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
加
島　

二
〇
一
一
）。

以
上
の
よ
う
に
、
舎
利
瓶
と
水
瓶
は
ど
ち
ら
も
本
像
の
持
物
に
類
似
す
る
形

状
で
あ
り
、
本
像
と
同
時
期
の
作
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
舎
利
瓶
は
舎
利
容
器
に
お
い
て
最
も
重
要
な
部
分
で
、
入
れ
子
状

の
舎
利
容
器
の
最
奥
に
籠
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
存
在
を
目
に
で
き
る
者

は
多
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
舎
利
瓶
を
捧
持
す
る
仏
像
に
つ
い
て

は
現
状
類
例
が
な
い
。

一
方
で
水
瓶
に
つ
い
て
は
、
僧
侶
の
日
常
的
な
携
行
品
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

水
瓶
を
執
る
仏
像
が
複
数
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
容
易
に
そ
の
存
在
を
目
に

で
き
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

国
内
に
現
存
す
る
注
目
す
べ
き
作
例
と
し
て
、
和
歌
山
・
那
智
経
塚
出
土
観

音
菩
薩
立
像
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
及
び
大
分
・
羅
漢
寺
観
音
菩
薩
立
像
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
は
、
左
手
で
水
瓶
の
頸
を
つ
か
み
、
右
手
で
底

部
を
支
え
る
形
式
を
示
す
。

那
智
経
塚
出
土
像
は
、
和
歌
山
県
の
那
智
山
か
ら
出
土
し
た
大
量
の
仏
教
関

連
遺
物
の
一
部
と
伝
え
ら
れ
る
。
小
さ
め
の
頭
部
に
対
し
て
異
様
に
太
い
腕
や

大
き
な
手
が
特
徴
的
で
、
童
顔
の
面
相
や
筒
状
の
体
軀
に
白
鳳
仏
の
名
残
を
見

せ
る
も
の
の
、
形
式
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
奈
良
時
代
初
期
に
下
る
作
と
考
え

ら
れ
て
い
る
（
佐
藤　

一
九
八
五
）。
な
お
、
那
智
経
塚
出
土
遺
物
に
は
、
宝

珠
を
上
下
か
ら
包
む
よ
う
に
執
る
一
般
的
な
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
像
や
、
片
手
で

水
瓶
の
頸
を
掴
む
像
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
は
別
種
の
菩
薩
像
と
し
て

水
瓶
を
腹
前
で
執
る
形
式
が
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

羅
漢
寺
像
は
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
に
天
竺
か
ら
渡
来
し
た
法
道
仙
人
が

閻
浮
提
金
の
観
音
像
を
窟
に
納
め
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
わ
る
大
分
県
の

羅
漢
寺
に
伝
来
し
た
小
金
銅
仏
で
あ
る
。
丸
顔
の
面
相
や
筒
状
の
体
軀
等
、
白

鳳
仏
の
系
譜
を
引
く
造
形
を
示
す
こ
と
か
ら
、
新
羅
様
式
の
影
響
を
受
け
た
七

世
紀
の
作
例
と
考
え
る
見
方
が
あ
る
（
松
浦　

一
九
八
七
）。
ま
た
、
那
智
経

塚
出
土
像
と
同
様
に
、
大
き
な
両
手
や
形
式
化
し
た
天
衣
の
表
現
か
ら
、
実
際
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の
制
作
年
代
は
八
世
紀
前
半
の
作
と
見
る
向
き
も
あ
る
（
大
分
県
立
宇
佐
風
土

記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館　

一
九
九
六
）。

な
お
、
こ
れ
ら
の
像
と
同
様
に
水
瓶
を
両
手
で
執
る
図
像
は
、
敦
煌
莫
高
窟

第
二
八
五
窟
北
壁
（
西
魏
大
統
五
年
（
五
三
九
））
の
二
仏
並
坐
像
脇
侍
菩
薩

に
確
認
で
き
る
（
第
８
図
）。
中
国
か
ら
国
内
の
広
い
範
囲
に
水
瓶
を
胸
前
で

執
る
菩
薩
の
図
像
が
伝
播
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
内
外
に
お
い
て
胸
前
で
水
瓶
を
執
る
作
例
が
残
る
こ
と

や
、
本
像
と
同
様
の
持
物
や
手
元
を
表
す
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
が
現
状
見
出
さ
れ

て
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
像
の
持
物
は
、
特
殊
な
形
態
の
舎
利
容
器
や
、

舎
利
容
器
の
最
奥
に
籠
め
ら
れ
る
舎
利
瓶
で
は
な
く
、
水
瓶
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

パ
キ
ス
タ
ン
伝
来
の
仏
伝
浮
彫
「
火
神
堂
内
毒
龍
調
伏
」（
千
葉
・
松
戸
市
教

育
委
員
会
蔵
、
二
～
五
世
紀
）
に
は
、
毒
龍
と
戦
う
仏
陀
に
村
人
が
壺
の
水
を

か
け
る
様
子
が
表
さ
れ
て
お
り
、
両
掌
の
上
に
水
瓶
を
載
せ
る
村
人
の
姿
が
確

認
で
き
る
。
ま
た
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
菩
薩
像
に
は
水
瓶
を
執
る
も
の
が
多
く
あ

り
、
菩
薩
の
持
物
と
し
て
水
瓶
が
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

古
く
か
ら
水
瓶
を
執
る
種
々
の
仏
像
が
制
作
さ
れ
る
中
で
、
両
掌
の
上
に
水
瓶

を
載
せ
る
菩
薩
像
が
一
部
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
。

（
二
）
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
に
つ
い
て

最
後
に
、
本
像
が
出
土
し
た
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
に
つ
い
て
試
論
を
加
え
て

み
た
い
。

先
述
の
よ
う
に
、
国
内
の
古
代
山
城
の
中
で
、
明
確
な
状
態
で
貯
水
池
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
鞠
智
城
跡
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。
貯
水
池
跡
は
、
鞠
智

城
跡
の
北
側
谷
部
に
位
置
し
、
谷
地
形
を
最
大
限
に
利
用
し
た
形
が
特
徴
で
、

頭
部
と
尻
部
に
は
約
九
メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
堤
防
状

の
間
仕
切
り
が
数
か
所
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
水
の
一
部

は
池
部
以
外
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
半
は
湧
き
水
で
あ
っ
た
。

西
住
欣
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
貯
水
池
の
造
営
は
七
世
紀
後
半
か
ら
開
始
さ

れ
、
谷
の
自
然
地
形
を
最
大
限
利
用
し
な
が
ら
、
堤
防
、
取
水
口
、
排
水
施
設
、

水
路
等
の
構
築
物
を
築
造
し
て
完
成
し
た
と
い
う
。
池
の
内
部
か
ら
は
七
世
紀

後
半
か
ら
八
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
建
築
材
等
が
出
土
し
て
お
り
、
建
築
材

を
保
管
し
供
給
す
る
貯
木
場
と
し
て
の
機
能
や
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
機
能
を

有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
立
地
条
件
か
ら
、
建
物
遺
構
が
見

つ
か
っ
て
い
る
長
者
原
地
区
を
中
心
と
し
た
城
域
の
雨
水
等
の
調
整
機
能
も
併

せ
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
（
西
住　

二
〇
一
四
）。

第８図
中国・敦煌莫高窟 第285窟北壁　二仏並坐像脇侍菩薩
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全
赫
基
氏
は
、
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
と
韓
国
の
古
代
山
城
に
残
る
集
水
施
設

と
の
比
較
を
行
っ
た
。
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
は
、
城
内
の
水
源
と
雨
水
を
効
率

的
に
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
百
済
系
渡
来
人
に
よ
り
伝
わ
っ
た
技
術

を
利
用
し
て
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
七
世
紀
末
頃
か
ら
は
新
羅

系
移
民
が
造
営
に
参
加
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
な
お
、

貯
水
池
跡
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
出
土
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
韓

国
・
河
南
二
聖
山
城
貯
水
池
跡
を
取
り
上
げ
、
韓
国
に
残
る
古
代
山
城
の
集
水

施
設
に
お
け
る
祭
儀
的
行
為
と
親
縁
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
（
全　

二
〇
二

二
）。小

山
田
宏
一
氏
は
、
鞠
智
城
貯
水
池
跡
に
排
水
工
と
減
勢
工
が
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
谷
筋
の
治
水
を
理
解
し
た
空
間
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。

ま
た
、
上
流
に
浅
い
流
域
を
作
る
構
造
か
ら
は
、
現
状
の
理
解
で
あ
る
貯
水
池

で
は
な
く
苑
池
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
新
た
な
見
解
と
し
て
注
目

す
べ
き
も
の
と
言
え
る
（
小
山
田　

二
〇
二
二
）。

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
貯
水
池
跡
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
谷

地
を
利
用
し
た
山
城
の
水
勢
の
制
御
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
鞠
智
城
跡
と

同
様
に
大
宰
府
の
防
衛
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
福
岡
県
・
佐
賀
県

の
基
肄
城
跡
は
、
水
門
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
排
水
施
設
を
有
す
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
古
代
山
城
の
維
持
管
理
に
お
い
て
、
貯
水
と
排
水
の
調
整
機

能
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
と
言
え
よ
う
。

現
状
、
鞠
智
城
に
お
け
る
水
害
の
記
録
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
貯

水
池
跡
が
城
内
の
水
勢
を
制
御
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
想
定
す
れ

ば
、
山
城
で
の
水
害
に
対
す
る
恐
怖
心
の
克
服
や
、
水
害
に
よ
り
亡
く
な
っ
た

人
物
へ
の
追
善
を
目
的
と
し
て
、
当
時
の
人
々
が
神
仏
の
力
を
借
り
よ
う
と
す

る
の
は
自
然
な
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。

鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
か
ら
は
、
意
図
的
に
定
置
さ
れ
た
平
瓶
や
破
損
し
た
土

器
片
、
焼
損
痕
の
残
る
男
性
器
型
の
木
製
品
等
が
出
土
し
て
お
り
、
貯
水
池
で

は
貯
木
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
以
前
か
ら
祭
祀
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る

見
解
が
あ
る
（
全　

二
〇
二
二
）。
本
像
が
七
世
紀
後
半
に
胸
前
で
水
瓶
を
執

る
菩
薩
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
踏
ま
え
る
と
、
貯
水
池
跡
の
出
土
遺

物
と
の
関
係
も
考
慮
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
七
世
紀
後
半
の
鞠
智
城
に
お

い
て
、
水
勢
の
制
御
を
目
的
と
し
た
貯
水
池
の
造
営
を
背
景
に
本
像
が
制
作
さ

れ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て

再
検
討
し
、
造
形
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
持
物
の
問
題
と
制
作
背
景
に
つ
い
て

考
察
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
本
像
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
、
白
鳳
時
代
に
制
作
さ
れ
た
宝

珠
捧
持
形
菩
薩
の
一
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
制
作
背
景
と
し

て
山
城
の
祭
祀
に
関
連
す
る
遺
物
や
百
済
系
渡
来
人
の
念
持
仏
で
あ
っ
た
可
能

性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
た
。

次
に
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
を
も
と
に
本

像
の
造
形
的
特
徴
を
挙
げ
、
類
似
作
例
と
の
比
較
か
ら
、
本
像
の
制
作
年
代
に

つ
い
て
は
白
鳳
時
代
を
基
準
と
で
き
る
と
推
定
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
像
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
殊
な
持
物
の
形
態
と
執
り
方
か
ら
、

宝
珠
捧
持
形
菩
薩
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
国
内
外
に
現
存
す
る
同
形
式
の
菩
薩
像
や
、
宝
珠
及
び
舎
利
容
器
の
実

際
の
作
例
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
本
像
を
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
の
一
例
で

あ
る
と
は
必
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
可
能
性
が
浮
上
し
た
。
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そ
こ
で
、
改
め
て
本
像
の
持
物
と
手
元
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

新
た
な
持
物
の
解
釈
と
し
て
瓶
型
の
容
器
で
あ
る
舎
利
瓶
と
水
瓶
が
挙
げ
ら
れ

た
。
舎
利
瓶
は
舎
利
を
直
接
入
れ
る
重
要
な
容
器
で
、
舎
利
容
器
の
最
奥
に
籠

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
一
般
に
目
に
で
き
る
者
は
多
く
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る

上
、
舎
利
瓶
を
執
る
仏
像
の
作
例
は
現
状
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
水
瓶
は
僧

侶
の
日
常
的
な
携
行
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
本
像
と
は
や
や
形
式
が
異

な
る
も
の
の
、
腹
前
で
水
瓶
を
執
る
仏
像
を
複
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

水
瓶
を
執
る
種
々
の
仏
像
が
制
作
さ
れ
る
中
で
、
両
掌
の
上
に
水
瓶
を
載
せ
る

菩
薩
像
が
一
部
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
。
以
上
に
よ
り
、
本
像

の
持
物
に
関
す
る
新
た
な
解
釈
の
一
つ
と
し
て
、
水
瓶
で
あ
る
可
能
性
を
提
示

し
た
。

本
像
が
出
土
し
た
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
水
勢
の

制
御
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
古
代
山
城
の
維

持
管
理
に
お
い
て
水
勢
の
制
御
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時

の
人
々
が
山
城
で
の
水
害
を
恐
れ
て
神
仏
の
力
を
借
り
よ
う
と
す
る
の
は
自
然

な
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
像
が
鞠
智
城
に
お
け
る
貯
水
池
の
造
営
を
背
景

と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
現
状
失
わ
れ
て
い
る
本
像
の
台
座
等
の
部
品
が
貯
水
池
跡
か
ら
出
土

し
て
い
な
い
こ
と
は
、
本
像
が
貯
水
池
や
そ
の
周
辺
に
も
と
か
ら
安
置
さ
れ
て

い
た
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
貯
水
池
跡
の
発
掘
は
完
了

し
て
お
ら
ず
、
本
像
の
欠
失
部
の
み
で
な
く
他
の
遺
物
が
今
後
発
見
さ
れ
る
可

能
性
も
十
分
に
あ
る
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
、
本
像
の
持
物
に
関
す
る
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
提
示
し
た
水
瓶

と
、
制
作
背
景
と
し
て
想
定
し
た
山
城
で
の
水
害
及
び
貯
水
池
造
営
と
の
関
係

を
言
及
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
本
像
の
持
物
が
水
瓶
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

す
る
な
ら
ば
、
観
音
菩
薩
の
種
々
の
功
徳
と
の
関
係
性
や
、
本
像
の
制
作
地
に

つ
い
て
新
た
な
見
解
を
提
示
で
き
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
今
後
の
発
掘
調
査
や

科
学
的
調
査
の
結
果
に
も
注
視
し
て
、
本
像
の
持
物
と
制
作
背
景
の
問
題
に
つ

い
て
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�本
文
註

（
１
）
白
鳳
時
代
と
は
、
乙
巳
の
変
が
起
こ
っ
た
六
四
五
年
か
ら
平
城
京
遷
都
が
行
わ

れ
た
七
一
〇
年
ま
で
、
ま
た
は
法
隆
寺
若
草
伽
藍
が
焼
失
し
た
六
七
〇
年
か
ら
七

一
〇
年
ま
で
を
指
す
用
語
で
あ
る
。
主
に
建
築
史
や
美
術
史
に
お
い
て
、
天
平
時

代
へ
の
過
渡
期
を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
七
世
紀
半
ば

頃
か
ら
仏
像
の
様
式
に
変
化
が
現
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
七
世
紀
半
ば
か
ら
七
一

〇
年
ま
で
の
約
六
〇
年
間
を
白
鳳
時
代
と
す
る
見
解
に
準
じ
た
。

（
２
）
イ
・
ジ
ャ
ン
ウ
ン
氏
の
論
文
は
韓
国
語
に
よ
る
も
の
の
た
め
、
全
赫
基
氏
に
よ

る
要
約
（
全　

二
〇
二
二
）
を
参
照
し
た
。

（
３
）
本
像
の
出
土
後
、
複
数
の
研
究
者
が
本
像
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
る
（
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館　

二
〇
〇
八
）
が
、
本
稿
で
は
論
文

形
式
で
発
表
さ
れ
た
先
行
研
究
の
み
を
取
り
上
げ
た
。

（
４
）
調
査
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
【
日　

程
】
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
九
月
十
五
日

　
【
場　

所
】
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

　
【
対　

象
】
鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像

　
【
目　

的
】
鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像
の
調
査
及
び
撮
影

　
【
調
査
者
】
成
城
大
学　

教
授　

岩
佐
光
晴
（
調
査
指
導
）

　
　
　
　
　

熊
本
県
文
化
課　

学
芸
員　

村
上
幸
奈

（
５
）
金
理
那
氏
の
論
文
は
韓
国
語
に
よ
る
も
の
の
た
め
、
大
西
修
也
氏
に
よ
る
要
約

（
大
西　

二
〇
〇
二
）
を
参
照
し
た
。
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参
考
文
献
（
編
著
者
五
十
音
順
）

【
論
文
・
解
説
】

石
田
尚
豊
「
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
の
小
金
銅
仏
」『
奈
良
の
寺　

法
隆
寺
小
金
銅
仏
』（
岩
波

書
店
、
一
九
七
四
年
）

イ
・
ジ
ャ
ン
ウ
ン
「
鞠
智
城
出
土
仏
像
と
百
済
仏
像
」『
ド
ン
ヨ
ン
』
五
（
東
ア
ジ
ア
比

較
文
化
研
究
会
、
二
〇
一
九
年
）

井
上
正「
舎
利
容
器
」解
説『
奈
良
六
大
寺
大
観　

第
一
巻　

法
隆
寺　

一
』（
岩
波
書
店
、

一
九
七
二
年
）

岩
佐
光
晴
「
四
十
八
体
仏
の
世
界
」『
日
本
美
術
全
集　

第
二
巻　

飛
鳥
・
奈
良
時
代
Ⅰ　

法
隆
寺
と
奈
良
の
寺
院
』（
小
学
館
、
二
〇
一
二
年
）

有
働
智
奘
「
古
代
肥
後
に
お
け
る
仏
教
伝
来
―
百
済
達
率
日
羅
と
鞠
智
城
出
土
遺
物
を

中
心
と
し
て
―
」『
平
成
二
十
五
年
度
鞠
智
城
跡
「
特
別
研
究
」
論
文
集　

鞠
智
城

と
古
代
社
会
―
第
二
号
―
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）

大
竹
憲
治
「
河
西
回
廊
仏
蹟
の
壁
画
・
塑
像
に
見
る
水
瓶
と
柄
香
炉
考
―
特
に
敦
煌
莫

高
窟
・
安
西
楡
林
窟
の
事
例
を
中
心
に
―
」『
考
古
学
論
究
』
一
九
（
立
正
大
学
考

古
学
会
、
二
〇
一
七
年
）

大
西
修
也
「〔
付
論
〕
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
出
土
の
銅
造
菩
薩
立
像
」『
熊
本
県
文
化
財

調
査
報
告　

第
二
四
九
号　

鞠
智
城
跡
総
括
報
告
書
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二

〇
〇
九
年
）

大
西
修
也
「
講
座
⑤　

百
済
の
仏
像
」『
鞠
智
城
と
そ
の
時
代
―
平
成
一
四
～
二
一
年
度

「
館
長
講
座
」
の
記
録
―
』（
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
分
館
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温

故
創
生
館
、
二
〇
一
一
年
）

大
西
修
也
「
百
済
の
仏
像
と
東
ア
ジ
ア
」『
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
成
果
報
告

書　

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
鞠
智
城
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）

大
西
修
也
「
コ
ラ
ム　

鞠
智
城
出
土
の
銅
造
菩
薩
立
像
」『
季
刊
考
古
学
』
一
三
六
（
雄

山
閣
、
二
〇
一
六
年
）

小
山
田
宏
一
「
渡
来
系
の
土
木
技
術
と
た
め
池
・
山
城
」『
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表

要
旨
二
〇
二
二　

渡
来
系
技
術
か
ら
見
た
古
代
山
城
・
鞠
智
城
』（
熊
本
県
教
育
委

員
会
、
二
〇
二
二
年
）

金
理
那
「
三
国
時
代
捧
持
宝
珠
形
菩
薩
立
像
研
究
―
百
済
と
日
本
の
像
を
中
心
と
し
て

―
」『
美
術
資
料
』
三
七
（
国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
八
五
年
）

金
理
那
「
宝
珠
捧
持
菩
薩
の
系
譜
」『
日
本
美
術
全
集　

第
二
巻　

法
隆
寺
か
ら
薬
師
寺

へ　

飛
鳥
・
奈
良
の
建
築
・
彫
刻
』（
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）

久
野
健
「
飛
鳥
初
期
の
彫
刻
」『
月
刊
文
化
財
』
八
七
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
〇
年
）

後
藤
怜
「
宝
珠
捧
持
菩
薩
像
の
変
遷
に
つ
い
て
」『
奈
良
美
術
研
究
』
四
（
早
稲
田
大
学

奈
良
美
術
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）

齋
藤
理
恵
子
「
宝
珠
形
装
飾
の
起
源
と
そ
の
思
想
」『
仏
教
美
術
の
研
究
』（
里
文
出
版
、

二
〇
一
四
年
）

佐
藤
昭
夫
「
菩
薩
立
像
」
解
説
『
那
智
経
塚
遺
宝
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
）

全
赫
基
「
韓
国
の
古
代
山
城
の
集
水
施
設
か
ら
み
た
鞠
智
城
の
研
究
課
題
」『
令
和
三
年

度
鞠
智
城
跡
「
特
別
研
究
」
論
文
集　

鞠
智
城
と
古
代
社
会
―
第
十
集
―
』（
熊
本

県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二
年
）

竹
森
友
子
「
吹
上
町
田
尻
の
金
銅
菩
薩
立
像
の
伝
来
に
つ
い
て
」『
黎
明
館
調
査
研
究
報

告
』
三
三
（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
二
〇
二
一
年
）

内
藤
栄
「
コ
ラ
ム　

山
田
寺
五
重
塔
に
見
る
白
鳳
時
代
の
舎
利
荘
厳
」『
開
館
一
二
〇
年

記
念
特
別
展　

白
鳳
―
花
ひ
ら
く
仏
教
美
術
―
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二

〇
一
五
年
）

長
岡
龍
作
「
法
隆
寺
―
美
術
と
祈
り
」『
日
本
美
術
全
集　

第
二
巻　

飛
鳥
・
奈
良
時
代

Ⅰ　

法
隆
寺
と
奈
良
の
寺
院
』（
小
学
館
、
二
〇
一
二
年
）

西
川
新
次
「
観
心
寺
の
仏
像
（
上
）」『
佛
教
藝
術
』
一
一
九
増
大
号
（
佛
教
藝
術
學
會
、

一
九
七
八
年
）

西
川
新
次
「
観
音
菩
薩
像
（
夢
殿
）」
解
説
『
奈
良
六
大
寺
大
観　

第
四
巻　

法
隆
寺　

四
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
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西
住
欣
一
郎
「
鞠
智
城
跡
貯
水
池
跡
に
つ
い
て
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
―
論
考
編
一
―
』（
熊
本

県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）

西
村
公
朝
「
虚
空
い
っ
ぱ
い
の
宝
を
も
つ
仏
」『
魅
惑
の
仏
像
14　

百
済
観
音
』（
毎
日
新

聞
社
、
一
九
八
七
年
）

松
浦
正
昭
「
観
音
菩
薩
立
像
」
解
説
『
特
別
展　

菩
薩
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、

一
九
八
七
年
）

松
原
三
郎
「
四
十
八
体
仏
―
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
」『
古
美
術
』
十
九
（
三
彩
社
、
一
九

六
七
年
）

松
原
三
郎
「
飛
鳥
白
鳳
佛
源
流
考
（
二
）」『
国
華
』
九
三
二
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七

一
年
）

町
田
甲
一
「
法
隆
寺
の
夢
殿
本
尊
救
世
観
音
立
像
と
金
堂
四
天
王
像
に
つ
い
て
（
上
）・

（
下
）」『
国
華
』
九
九
〇
・
九
九
一
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）

三
田
覚
之
「
観
音
菩
薩
立
像
（
百
済
観
音
）」
解
説
『
特
別
展　

法
隆
寺
金
堂
壁
画
と

百
済
観
音
』
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
）

八
木
春
生
「
中
国
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
摩
尼
（
宝
珠
）
の
表
現
の
諸
相
」『
佛
教
藝
術
』

一
八
九
（
佛
教
藝
術
學
會
、
一
九
九
〇
年
）

八
木
春
生
「「
中
国
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
摩
尼
（
宝
珠
）
の
表
現
の
諸
相
」
再
論
」『
佛

教
藝
術
』
二
〇
三
（
佛
教
藝
術
學
會
、
一
九
九
二
年
）

矢
野
裕
介
「
最
近
の
発
掘
か
ら　

貯
水
池
跡
出
土
・
銅
造
菩
薩
立
像
―
熊
本
県
山
鹿
市
・

菊
池
市
鞠
智
城
跡
」『
季
刊
考
古
学
』
一
一
〇
（
雄
山
閣
、
二
〇
一
〇
年
）

八
尋
和
泉
「
吹
上
町
田
尻
の
金
銅
菩
薩
立
像
」『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告　

第
五
三

集
』（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
）

山
口
隆
介
「
観
音
菩
薩
立
像
」
解
説
『
開
館
一
二
〇
年
記
念
特
別
展　

白
鳳
―
花
ひ
ら

く
仏
教
美
術
―
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
）

【
図
録
・
大
型
図
版
】

『
み
や
こ
の
仏
世
界
と
豊
の
国
』図
録（
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
、

一
九
九
六
年
）

『
特
別
展　

水
城
・
大
野
城
・
基
肄
城
築
造
一
三
五
〇
年
記
念　

古
代
日
本
と
百
済
の

交
流
―
大
宰
府
・
飛
鳥
そ
し
て
公
州
・
扶
餘
』
図
録
（
九
州
国
立
博
物
館
、
二
〇

一
五
年
）

『
特
別
展　

河
内
長
野
の
霊
地　

観
心
寺
と
金
剛
寺
―
真
言
密
教
と
南
朝
の
遺
産
―
』

図
録
（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
）

『
日
本
遺
産
認
定
記
念　

菊
池
川
二
千
年
の
歴
史　

菊
池
一
族
の
戦
い
と
信
仰
』
図
録

（
熊
本
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）

『
祈
り
の
仏
像　

出
雲
の
地
よ
り
』
図
録
（
島
根
県
立
美
術
館
、
二
〇
二
二
年
）

『
日
本
美
術
全
集　

第
二
巻　

飛
鳥
・
奈
良
時
代
Ⅰ　

法
隆
寺
と
奈
良
の
寺
院
』（
小
学

館
、
二
〇
一
二
年
）

『
那
智
経
塚
遺
宝
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
）

『
特
別
展　

金
銅
仏
―
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
―
』
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八

七
年
）

『
特
別
展　

法
隆
寺
金
堂
壁
画
と
百
済
観
音
』
図
録
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
）

『
聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
遠
忌
記
念　

特
別
展　

聖
徳
太
子
と
法
隆
寺
』
図
録
（
奈
良

国
立
博
物
館
・
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
）

『
特
別
展　

観
音
菩
薩
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
七
七
年
）

『
日
本
仏
教
美
術
の
源
流
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
七
八
年
）

『
特
別
展　

菩
薩
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年
）

『
開
館
一
二
〇
年
記
念
特
別
展　

白
鳳
―
花
ひ
ら
く
仏
教
美
術
―
』
図
録
（
奈
良
国
立

博
物
館
、
二
〇
一
五
年
）

奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観　

第
四
巻　

法
隆
寺　

四
』（
岩
波
書

店
、
一
九
七
一
年
）

奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良
六
大
寺
大
観　

第
一
巻　

法
隆
寺　

一
』（
岩
波
書

店
、
一
九
七
二
年
）

『
市
制
施
行
七
五
周
年
・
開
館
二
五
周
年
記
念
特
別
展　

ガ
ン
ダ
ー
ラ　

仏
教
文
化
の
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姿
と
形
』
図
録
（
松
戸
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）

【
書
籍
】

猪
川
和
子
『
日
本
の
美
術　

一
六
六　

観
音
像
』（
至
文
堂
、
一
九
八
〇
年
）

上
原
昭
一
編
『
日
本
の
美
術　

二
一　

飛
鳥
・
白
鳳
彫
刻
』（
至
文
堂
、
一
九
六
八
年
）

大
西
修
也
『
日
韓
古
代
彫
刻
史
論
』（
中
国
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

加
島
勝
『
日
本
の
美
術　

五
四
〇　

柄
香
炉
と
水
瓶
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
一
年
）

河
田
貞
『
日
本
の
美
術　

二
八
〇　

仏
舎
利
と
経
の
荘
厳
』（
至
文
堂
、
一
九
八
九
年
）

久
野
健
『
古
代
小
金
銅
仏
』（
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）

熊
本
県
教
育
委
員
会
編
『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告　

第
二
四
九
号　

鞠
智
城
跡
総
括

報
告
書
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）

熊
本
県
教
育
委
員
会
編
『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告　

第
二
七
六
集　

鞠
智
城
跡
第
八

～
三
十
二
次
調
査
報
告　

鞠
智
城
跡
Ⅱ
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
編
『
鞠
智
城　

須
叟
之
際
の
千
三
百
年　

夢
甦
る
百
済
菩
薩
立

像
』（
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
、
二
〇
〇
八
年
）

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟　

第
一
巻
』（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）

松
原
三
郎
・
田
邊
三
郎
助
『
小
金
銅
仏
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
九
年
）

水
野
さ
や
『
韓
国
仏
像
史　

三
国
時
代
か
ら
朝
鮮
王
朝
ま
で
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
六
年
）

鷲
塚
泰
光
『
日
本
の
美
術　

二
五
一　

金
銅
仏
』（
至
文
堂
、
一
九
八
七
年
）

家
永
三
郎
・
藤
枝
晃
・
早
島
鏡
正
・
築
島
裕
編
『
日
本
思
想
大
系　

二　

聖
徳
太
子
集
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）

挿
図

・
第
１
、
２
、
４
、
７
図　

熊
本
・
鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像　

筆
者
撮
影

・
第
３
図　

鞠
智
城
跡
出
土
銅
造
菩
薩
立
像　

推
定
復
元
図
（
大
西
修
也
氏
作
成
）

　
　

出
典
：
大
西
修
也
「
百
済
の
仏
像
と
東
ア
ジ
ア
」『
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一

二
成
果
報
告
書　

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
鞠
智
城
』（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一

三
年
）
よ
り
引
用

・
第
５
図　

法
隆
寺
献
納
宝
物
第
一
七
〇
号
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
左
側
面

　
　

出
典
：
東
京
国
立
博
物
館　

研
究
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ　

画
像
検
索

　
　
（https://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/E0043777

、
二
〇
二
三
年

一
月
時
点
）
よ
り
引
用
、
ト
リ
ミ
ン
グ

・
第
６
図　

中
国
・
四
川
省
成
都
万
仏
寺
跡
出
土
普
通
四
年
銘
釈
迦
文
石
像　

筆
者
撮

影

・
第
８
図　

敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
北
壁　

二
仏
並
坐
像
脇
侍
菩
薩

　
　

出
典
：
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟　

第
一
巻
』（
平
凡
社
、

一
九
八
〇
年
）
よ
り
引
用
、
ト
リ
ミ
ン
グ

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て
、
成
城
大
学
教
授　

岩
佐
光
晴
先

生
よ
り
懇
切
丁
寧
な
御
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
分
館
歴

史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

長
谷
部
善
一
館
長
、
宮
崎
敬
士
主
幹
、
亀
田
学
主
幹
、

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館　

坂
口
圭
太
郎
主
幹
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
か
ら
御
協
力
、
御

助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
末
尾
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。


